
　最低制限価格は最低制限価格基準額に、開札直前のくじ引きで決定する係数（0.990～1.010）を乗じて算定しており、

　応札者全者が最低制限価格を下回ることで、全者失格となり再入札を行っておりましたが、令和８年１０月１日以降に

公告を行う入札から下記のとおり運用を変更いたします。

　　全者が最低制限価格を下回った場合、くじの最低係数である０．９９０を乗じて千円未満の端数を切り捨てた価格を

　最低制限価格といたします。

【例①】従来通り 【例②】従来通り

　予定価格：1,200,000円 　予定価格：1,200,000円

　最低制限価格基準額：1,000,000円 　最低制限価格基準額：1,000,000円

　　くじ係数1.010の場合⇒最低制限価格1,010,000円 　　くじ係数0.996の場合⇒最低制限価格996,000円

●Ａ社入札額1,100千円⇒落札候補者 ●Ａ社入札額1,100千円

●Ｂ社入札額  998千円⇒失格 最低制限価格 ●Ｂ社入札額  998千円⇒落札候補者
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●Ｃ社入札額　995千円⇒失格 ●Ｂ社入札額　995千円⇒失格

●Ｄ社入札額　988千円⇒失格 ●Ｃ社入札額　988千円⇒失格
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【例③】今回変更となる場合

　予定価格：1,200,000円

　最低制限価格基準額：1,000,000円

　　くじ係数1.010の場合⇒最低制限価格1,010,000円となるが、全者失格となるためくじ係数0.990で最低制限価格を再設定

　　結果Ｂ社が落札候補者となる。

●Ａ社入札額  998千円⇒失格 ●Ａ社入札額  998千円

●Ｂ社入札額　995千円⇒失格 ●Ｂ社入札額　995千円⇒落札候補者

●Ｃ社入札額　988千円⇒失格 ●Ｃ社入札額　988千円⇒失格
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